
鶴嶺東地区まちぢから協議会会議報告書 

部会名 地域福祉部会 会議名 第 8 回会議 

日付 2024/2/16 場所 鶴嶺東コミセン 記入者 平野 

＜主な内容＞ 

1.部会⾧より 

高齢者活性部会、青少年育成部会が一緒になって初めての年度でした。次年度どんなことをやったら良いか 

つなげされるものはつなげていきたい。 

 

2. 令和５年度の振り返り 

・講師を呼んでやる機会が多かった。所属団体に持ち帰ることもできたので次年度も続けてもらえると良 

い。 

・交通ルールなどは 1 回では覚えきれない。事例を交えた内容、「自転車のルールブック」も改正される 

のでまずは大人が知る機会を増やしていけると良い。 

・自転車は軽車両であるという認識を持ってもらえると良い。 

・部会での集まりをどのように受け止めたらよいのか、所属団体に伝えるだけで良いのか悩んだ。 

・まちぢから協議会は鶴嶺東地区を良くしていきたいという思いでやってきていると思う。 

・自治会だけで動くのではなく、色々な人の声をききながらやっていけると良い。 

・子どもの見守りは高齢者に頼っている部分が多い。 

・浜之郷小の前の道路に白字で分かるように書いてもらえると良い。 

・次年度は課題が話し合えると良い。 

・自分の所属団体の活動など意見交換ができ、部会員同士がコミュニケーションを取れるとよい。 

・座り方も全員が前を向いていると顔も見えないので、顔が見えるロの字かコの字型の座り方が良い。 

・まちぢから協議会の予算がどのようになっているか不明。 

・部会で費用が必要な時は言って下さいとは言われているが、領収書が「まちぢから協議会」でないと市で 

受理してもらえないといった使いにくさがある。他では自治会が会費を払い、使えるお金をプールしている 

とも聞いている。 

・毎年メンバーが変わる団体もある。講座だけでも部会員以外が学べるようにしてもらえると良い。代表 

プラス 1 名でも良い。 

 

 

 

 

＜次回の予定・内容＞ 

3 月は開催しない。 

来年度の全部会は毎月ではなく、年 5 回になる予定。 

＜その他＞ 

欠席者：円蔵世話人、松の実子ども会、はしぐい子ども会、しおかぜ子ども会、アイランズ役員、円童豆の 

会、鶴嶺東ボラセン、円小青少年推進協、鶴小青少年推進協、矢畑真寿会、西久保第一壽恵広会、 

下町屋神明会、鶴嶺東コミセン 

 


